
 

答 申 書（ 案 ） 

 

令 和 ３ 年  月  日 

 

 京都市長 門川 大作 様 

 

京都市環境影響評価審査会 

会 長  東 野  達 

 

 令和３年８月２６日付け環環管第５５号をもって諮問のありました「京都市元新道

小学校跡地活用事業」に係る配慮書案について，慎重に検討を行った結果，下記のと

おり答申します。 

 

記 

 

１ 工事車両の通行については近隣住民の理解を得るよう努め，特に，新道通を工事車

両が横断する際の影響など，安全について配慮すること。 

 

２ 騒音の評価に当たっては，周辺建物への影響を想定して予測を行い，対策を検討す

ること。 

 

３ 臭気ダクトの位置の検討に当たっては周辺の生活圏への影響に配慮すること。 

 

４ 建物周囲の緑化に当たっては，既存の植生にも配慮して検討を行うこと。 

 

５ 温室効果ガスの削減に向けた具体的な取組や目標について配慮書に記載すること。

また，ICTを活用したエネルギー管理など最先端の技術を活用した取組についても検討

すること。 

 

６ 日照阻害の影響について配慮書に記載すること。 

 

７ 多数の来場者が予想されるイベントの際に送迎車両が集中することによる周辺交通

への影響について配慮すること。 

 

8 建築物のデザインは，路地の景観への影響を踏まえて検討し，屋根のデザインが景観

に与える影響についても検討を行うこと。  

 

9  本答申を踏まえた市長意見に基づき，配慮書案の内容に検討を加え，配慮書を作成す

るとともに，配慮書に記載された環境配慮方針及び内容に従って事業を進めること。 

 

資料４ 


